
毎
号
と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

き
っ

と
お

役
に
立
ち

ま
す
c
 

'
 

ンンホルマーク 

熟
中
／
 

楽
し
い
か
ら
熱
中
で
き
る
の
で
し
よつ
か
。
 

熱
中
で
き
る
か
ら
、楽
し
く
な
る
の
で
し
ょう
か
。
 

型
、
形
に
と
ら
わ
れな
い
、
自
由
な
発
想
で描
く
こ
と
の
でき
る
、
イ
ラ
 

ス
ト
（さ
し
絵
）
。
 

七
人
の
イ
ラ
ス
トク
ラ
ブ
員
は
、
全
員
が
女
子
で
す
。
 

夢
を
、
形
に
で
き
る
、
イ
ラ
ス
ト
、い
い
で
す
ね
。
 

（
藻川
小
学
校）
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楽
し
い
か
ら
熱
中
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

熱
中
で
き
る
か
ら
、
楽
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

型
、
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
な
発
想
で
描
く
こ
と
の
で
き
る
、
イ
ラ

ス
ト

(さ
し
絵
)。

七
人
の
イ
ラ
ス
ト
ク
ラ
ブ
員
は
、
全
員
が
女
子
で
す
。

夢
を
、
形
に
で
き
る
、
イ
ラ
ス
ト
、
い
い
で
す
ね
。

毎
H

げ
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す

熱

中

/

(藻
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小
学
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市誘致企業紹介 

若者は地域に残り 
、 

つ 地域を興そ 栖
 

一
 

111111111 LI 111111111111 III LII 

（この回を以って誘致企業の紹介を終了いたします） 

〇
本
社
 
東京
都
府
中
市
四
谷
 

五
ー
十
一
ー
十
五
 

〇
エ
場
 
神
奈
川
県
相
模
原
市
 

東
京
都
羽
村
市
 

〇
代
表
者
 代
表
取
締
役
社
長
 

中
村
 
満
 

〇
従
業
員
数
 
五
十
五
名

〇
年
商
 
十
五
億
円
 

〇
事
業
内
容
 
精
密
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
金
型
の
設
計
製
作
及
び

成
形
 

〇
主
な
取
引
先
 
日
本
ビ
ク
タ
 

ー
囲
、
キ
ャ
ノ
ン
卿
、
三
菱
 

電
機
囲
他
 

〇
協
力
会
社
 
三
十
社
 

〇
五
所
川
原
工
場
操
業
予
定
 

平
成
六
年
十
二
月
 

〇
操
業
場
所
 

市
内
金
山
字
泉
 

当
社
は
ビ
デ
オ
、ワ
ー
プ
ロ
、
 

電
卓
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
ど

の
部
品
成
形
用
金
型
を
手
掛
け

て
お
り
ま
す
。
 

会
社
の
〇
A
化
、ワ
ー
プ
ロ
、
 

ビ
デ
オ
等
、
 一
般
家
庭
へ
の
普

及
に
伴
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

用
金
型
は
、
今
後
ま
す
ま
す
需

用
が
増
し
て
く
る
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
 

一
方
で
は
、
全
て
の
製
品
が

年
々
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
軽
量
化

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
成
形
も
精
 

密
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、
当

社
で
は
、
こ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
べ
く
C
A
D、
C
A
M

、
N
 

c
フ
ラ
イ
ス
等
、
先
端
の
ハ
イ

テ
ク
機
械
を
導
入
し
、
生
産
に

当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
五
所
川
原
工
場
の
操

業
開
始
を
平
成
六
年
と
し
た
の

は
、
社
員
研
修
に
一
了
三
年
を

要
す
る
た
め
で
あ
り
、
操
業
時

の
人
員
は
十
二
人
で
ス
タ
ー
ト

し
、
平
成
八
年
ま
で
に
三
十
五

人
体
制
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
 

⑨
誘
致
企
業
第
十
七
号
借
行

産
業
株
式
会
社
の
紹
介
は
、
会

社
の
都
合
に
よ
り
掲
載
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

'
 私

は
、
普
通
高
校
を
卒
業
し

て
す
ぐ
こ
の
会
社
に
就
職
し
た

の
で
、
製
作
部
門
は
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
社
し
て
 

八
年
が
経
過
し
、
最
近
で
は
最

先
端
の
機
器
を
使
い
、
三
次
元

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
加
工
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

金
型
は
量
産
が
で
き
な
い
た

め
、
 一
品
一品
非
常
に
神
経
を

つ
か
い
ま
す
が
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
で
す
。
 

会
社
は
、
努
力
や
実
力
を
評

価
し
て
く
れ
る
の
で
幹
部
職
を

め
ざ
し
て
、
ガ
ン
バ
ッ
て
い
ま

す
。
 

社員からのひとこと 

渡 辺 伸 ニさん 
(26歳） 

誘
致
企
業
第

ニ
十
号
 

竜
飛
精
工
有
限
会

社
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誘
致
企
業
第
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十
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竜
飛
精
工
有
限
会
社
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O
本
社

dテ

東
京
都
府
中
市
四
谷

五
。
十

一
'
十
五

神
奈
川
県
相
模
原
市

東
京
都
羽
村
市

O
代
表
者

代
表
取
締
役
社
長

」

H
寸
J

h

M

勺

UH
主
1

・M叩

O
従
業
員
数

五
卜
五
名

O
年
商

十
五
億
円

O
事
業
内
容

粕
密
プ
ラ
ス
チ

ツ
ク
金
型
の
設
計
製
作
及
び

成
形

O
主
な
取
引
先

日
本
ピ
ク
タ

l
側
、
キ
ャ
ノ
ン
側
、

三
菱

O
工
場

ーさん

(26歳)

社員か§のひとこと

イ申辺渡

電
機
側
他

O
協
力
会
社

三
十
社

O
五
所
川
原
工
場
操
業
予
定

平
成
六
年
十
二
月

O
操
業
場
所

市
内
金
山
字
泉

当
社
は
ビ
デ
オ
、
ワ
ー
プ
ロ
、

電
車
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
ど

の
部
品
成
形
用
金
型
を
手
掛
け

て
お
り
ま
す
。

会
社
の

O
A
化
、
ワ
ー
プ
ロ
、

ビ
デ
オ
等
、

一
般
家
庭
へ
の
普

及
に
伴
い
プ
ラ
ス
チ
y
ク
成
形

用
金
型
は
、
今
後
ま
す
ま
す
需

用
が
噌
し
て
く
る
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

一
方
で
は
、
全
て
の
製
品
が

年
々
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
軽
旦
化

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
成
形
も
精

私
は
、
普
通
商
校
を
卒
業
し

て
す
ぐ
こ
の
会
社
に
就
職
し
た

の
で
、
製
作
部
門
は
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
社
し
て

密
化
、
按
雑
化
し
て
お
り
、
当

社
で
は
、
こ
の
ニ

l
ズ
に
対
応

す
べ
く
C
A
D
、
C
A
M
、
N

C
フ
ラ
イ
ス
等
、
先
端
の
ハ
イ

テ
ク
機
械
を
導
入
し
、
生
産
に

当
た

っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
五
所
川
原
工
場
の
操

業
開
始
を
平
成
六
年
と
し
た
の

は
、
社
員
研
修
に
二
1
三
年
を

要
す
る
た
め
で
あ
り
、
操
業
時

の
人
員
は
十
二
人
で
ス
タ
ー
ト

し
、
平
成
八
年
ま
で
に
三
十
五

人
体
制
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

。
誘
致
企
業
第
十
七
号
借
行

産
業
株
式
会
社
の
紹
介
は
、
会

社
の
都
合
に
よ
り
掲
載
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

八
年
が
経
過
し
、
最
近
で
は
最

先
端
の
機
器
を
使
い
、
三
次
元

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
加
工
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

金
型
は
量
産
が
で
き
な
い
た

め、

一
品

一
品
非
常
に
神
経
を

つ
か
い
ま
す
が
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
で
す
。

会
社
は
、
努
力
や
実
力
を
評

価
し
て
く
れ
る
の
で
幹
部
職
を

め
ざ
し
て
、
ガ
ン
バ

y
て
い
ま

す
。

2 



県内八市別製造品出荷額等推移 
（工業統計より） 

に
  

事 業 所 数 従 業 者 数 製 造 品 出 荷 額 等 

元年 2年 
対前年 
増減率 
(%) 

元年 
（人） 

。
ノ］
‘
し
  

H
A
 

 

年

o
  

対前年 
増減率 

(%) 

元 年 
（万円） 

2 年 
（万円） 

対前年
増減率 
(%) 

県 	計 2,590 2,701 4.3 79,815 83,146 4.2 121,609,525 127,133,084 4.5 

青 森 市 3
4
4
 

3
0
6
 

5
6
8
 

8
5
 7
9
 1
1
6
 

6
3
 6
8
 

 

3
5
6
 

3
3
9
 

5
6
8
 

8
7
 9
3
1
2
1
 

6
2
 7
1
 

 

3.5 8,257 8,599 4.1 11,564,702 12,135,540 4.9 

弘 前 市 10.8 8,310 9,021 8.6 10,790,088 11,451,685 6.1 

八 戸 市 0.0 20,418 20,354 -0.3 53,451,496 53,224,598 -0.4 

黒 石 市 2.4 3,104 3,240 4.4 3 ,822,471 4 ,022,922 5.2 

五所川原市 17.7 2,651 2,917 10.0 3,736,234 4,370,994 17.0 

十和田市 4.3 4,620 4,468 -3.3 4,276,817 4,735,990 10.7 
三 沢 市 -1.6 2,919 2,997 2.7 6,454,964 6,947,544 7.6 

む っ 市 L4 1,943 1,906 -1.9 2,099,967 2,010,455 -4.3 
市 	計 1,629 1,697 42 52,222 53,502 2.5 96,196,739 98,899,728 28 

●五所川原
東インター 

至●東北自動車道
浪岡インター 
・青森空港 

本
議霧
介

の
終
巻
に
あ
た
り
 
‘
 

市
長
 
佐
々
木
 
策
 
造
 

市
誘
致
企
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー
 

は
、
市
民
の
皆
様
方
に
広
く
市

誘
致
企
業
を
知
っ
て
頂
き
、
若

年
層
の
地
元
就
職
、
地
元
定
住

等
を
目
的
に
掲
載
し
ま
し
た
。
 

ご
案
内
の
よ
う
に
当
市
の
中

心
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
は
、
 

米
価
の
引
下
げ
、
農
産
物
の
自

由
化
等
非
常
に
厳
し
い
環
境
下

に
あ
り
ま
し
て
、
加
え
て
安
定

し
た
就
労
の
場
が
少
な
い
こ
と

等
か
ら
出
稼
ぎ
や
若
年
層
の
県

外
流
出
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
産
業
構
造
の
高

度
化
を
進
め
市
民
所
得
の
向
上

と
安
定
し
た
就
業
機
会
の
確

保
、
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、
中
で
も
企
業

誘
致
は
、
当
市
最
重
要
課
題
と

位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

ニ
十
一
世
紀
当
市
発
展
の大
 

・

一
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
る
高
規

格
道
路
『
津
軽
自
動
車
道
』
が

本
年
か
ら
い
よ
い
よ
用
地
買
収

に
入
る
等
、
高
速
交
通
体
系
へ

の
整
備
も
着
々
と
進
展
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
、
さ
ら
に
 
 は

中
央
で
の
人
手
不
足
等
か
ら

昨
年
度
の
誘
致
企
業
は
、
過
去

最
高
の
五
社
が
立
地
し
、
う
ち

四
社
は
男
子
型
企
業
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
で
第
一
期
拡
張
地
を

含
む
青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ

テ
ク
工
業
団
地
漆
川
は
、
全
て

完
売
と
な
り
ま
し
た
。
 

当
市
の
誘
致
企
業
も
本
年
一

月
で
二
十
社
目
を
数
え
、
平
成

二
年
の
工
業
統
計
に
おき
ま
し

て
は
、
事
業
所
数
、
従
業
員
数

及
び
製
造
出
荷
額
と
も
県
下
最

高
の
伸
び
率
（
別
表
）
を
示
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
確
実
に
産

業
構
造
の
高
度
化
が図
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
 

「
」の
こ
と
は
、
地
場
産
業
は

勿
論
、
誘
致
企
業
の
皆
様
方
の

ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
企
業
誘
致
を
進
め
、
 

出
稼
ぎ
者
の
解
消
、
若
年
層
の

県
外
流
出
を
防
ぎ
市
活性
化
を

図
る
た
め
、
平
成
五
年
造
成
を

目
処
に
、
現
在
第
ニ
期
拡
張
計

画
を
県
の
指
導
を
得
な
が
ら進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
克

ど
う
か
今
後
と
も
、
各
企
業
 
 

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
更
に
社

業
の
拡
大
を
図
ら
れ
、
当
市
産

業
構
造
の
高
度
化
に
、
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
終
巻
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
誘
致
企
業
各
位
に
は
、
 

同
コ
ー
ナ
ー
掲
載
に
あ
た
っ
て

ご
多
忙
の
中
ご
協
力
を
頂
き
、
 

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

ト
つ
冬
、
b
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ら
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市

長

佐

々

木

柴

造

市
誘
致
企
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー

は
中
央
で
の
入
手
不
足
等
か
ら

怯
、
市
民
の
皆
横
方
に
広
<
市

昨
年
度
の
誘
致
企
業
は
、
過
去

誘
致
企
業
を
知
っ
て
頂
き
、
若

最
高
の
五
社
が
立
地
し
、
う
ち

年
層
の
地
元
就
職
、
地
元
定
住

四
社
は
男
子
型
企
業
で
あ
り
ま

等
を
目
的
に
掲
載
し
ま
し
た
。

す
。
こ
れ
で
第
一
期
拡
張
地
を

ご
案
内
の
よ
う
に
当
市
の
中
含
む
青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ

心
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
は
、

テ
ク
工
業
団
地
漆
川
は
、
全
て

米
価
の
引
下
げ
、
農
産
物
の
白

完

売

と
な
り
ま
し
た
。

由
化
等
非
常
に
厳
し
い
環
境
下

当
市
の
誘
致
企
業
も
本
年
一

に
あ
り
ま
し
て
、
加
え
て
安
定
月
で
二
十
社
目
を
数
え
、
平
成

し
た
就
労
の
場
が
少
な
い
こ
と

二
年
の
工
業
統
計
に
お
き
ま
し

等
か
ら
出
稼
ぎ
や
若
年
層
の
県
て
は
、
事
業
所
数
、
従
業
員
数

外
流
出
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
及
び
製
造
出
荷
額
と
も
県
下
最

で
あ
り
ま
す
。

高
の
伸
び
率
(
別
表
)
を
示
し

こ
の
た
め
、
産
業
構
造
の
高
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
確
実
に
産

度
化
を
進
め
市
民
所
得
の
向
と
業
構
造
の
高
度
化
が
図
ら
れ
っ

と
安
定
し
た
就
業
機
会
の
碓
つ
あ
り
ま
す
。

保
、
拡
大
を
図

っ
て
い
く
こ
と
こ
の
こ
と
は
、
地
場
産
業
は

が
急
務
で
あ
り
、
中
で
も
企
業
勿
論
、
誘
致
企
業
の
皆
様
方
の

誘
致
は
、
当
市
最
重
要
課
題
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ

り

ま

す

。

で

あ

り

ま

す

。

二
十
一
世
紀
当
市
発
展
の
大
さ
ら
に
企
業
誘
致
を
進
め
、

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
る
高
規
出
稼
ぎ
者
の
解
消
、
若
年
層
の

格
道
路

『津
軽
自
動
車
道
』
が
県
外
流
出
を
防
ぎ
市
活
性
化
を

本
年
か
ら
い
よ
い
よ
用
地
買
収
図
る
た
め
、
平
成
五
年
造
成
を

に
入
る
等
、
高
速
交
通
体
系
へ
目
処
に
、
現
在
第
二
期
拡
張
計

の
整
備
も
着
々
と
進
展
し
つ
つ
画
を
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
進

あ
り
ま
す
。

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
句

こ
の
よ
う
な
こ
と
、
さ
ら
に
ど
う
か
今
後
と
も
、
各
企
業

に
お
か
れ
ま
し
で
は
、
更
に
社

業
の
拡
大
を
阿
ら
れ
、
当
市
産

業
構
造
の
高
度
化
に
、
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
終
巻
に
あ
た
り

一
言
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

県内入市別製造品出荷額等推移
(工業統計より)

な
お
誘
致
企
業
各
位
に
は
、

同
コ
ー
ナ
ー
掲
載
に
あ
た

っ
て

ご
多
忙
の
中
ご
協
力
を
項
き
、

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
で
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

lx 
事業所数 従業 者 数 製 造 品 出 荷 額 等

元年 2年 対糟(前減%年率) 元(人年) (2人年) 対増(前減%年率) 元(万円年) (2万円年) 対増(減前%年率) 

県 計 2，590 2，701 4.3 79，815 83，146 4.2 121，609，525 127.133.084 4.5 

青森市 344 356 3.5 8，257 8，599 4.1 11 ，564，702 12，135，540 4.9 

弘前市 306 339 10.8 8，310 9，021 8.6 10，790，088 11，451，685 6.1 

八戸市 568 568 0.0 20.418 20，354 -0.3 53.451.496 53，224，598 -0.4 

黒 石 市 85 87 2.4 3，104 3，240 4.4 3，822，471 4，022，922 5.2 

五所川原市 79 93 17.7 2，651 2，917 10.0 3.736.234 4.370.994 17.0 

十和田市 116 121 4.3 4，620 4.468 -3.3 4，276，817 4，735，990 10.7 

三沢 市 63 62 -1.6 2，919 2，997 2.7 6，454，964 6，947，544 7.6 

む つ 市 68 71 4.4 1，943 1，卯6 -1.9 2.099.967 2，010，455 -4.3 

市 言十 1，629 1，697 4.2 52，222 53，502 2.5 96.196.739 98，899，728 2.8 
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い間ご苦労様でした 
=54年ぶりの 

ふるさと＝ 

俳 

句 

私

の
風
景
 

⑩
 

山
 
上
 

和
 
美
さ
ん
 

（
市内
布
屋
町
ニ
〇
）
 

「藤
の
木

」
 

中
国
か
ら
、
永
住
帰
国
し
た

福
士
実
さ
ん
（
中
国
名
、
経
喜

貴
）
 一
家
十
四
人
は
、
父
の
福

士
長
四
郎
さ
ん
（
市
内
漆
川
、
 

鍋
懸
八
三
）と
共
に
、六
月
一
日

市
長
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。
 

実
さ
ん
は
、
中
国
三
江
省
で

長
四
郎
さ
ん
の
長
男
と
し
て
出

生
。
七
歳
の
時
、
長
四
郎
さ
ん

は
現
地
応
召
し
た
ま
ま
。
終
戦

の
翌
年
、
母
キ
ヌ
さ
ん
も
凍
傷

で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
一
年
、
中
国
残
留

孤
児
の
訪
日
調
査
で
、
長
四
郎

さ
ん
と
対
面
、
親
子
と
確
認
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
永
住
帰
国
が
 

J
」
」
“

t

』

、
 

実
現
し
た
も
の
で
す
。
 

市
長
は
、「五
所
川
原
は
、
日

本
一
の
美
し
い
津
軽
富
士
が
、
 

市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る

緑
の
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま

ち
の
人
達
と
仲
よ
く
、
ど
う
ぞ

安
心
し
て
、
ゆ
っ
く
り
暮
し
て

下
さ
い
」
 
と
永
い
人生
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

福
士
さ
ん
も
、
こ
の
心
く
ば

り
に
感
謝
し
、
 一
日
も
早
く
自

立
し
た
い
、
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。
 

福
士
さ
ん
達
の
お
住
い
は
、
 

漆
川
の
市
営
住
宅
と
な
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会

鳩
ほ
「
ほ
目
覚
し
の
ご
と
夏
来

た
る
 
野
村
 
と
し

瞬
り
や
う
ぶ
す
な
の
森
よ
み
が

え
る
 
対
馬
 
障
子

嚇
り
ゃ
夢
の
ご
と
く
に
日
は
過

ぎ
て
 
前

田
せ
い
女

身
を
染
む
る
大
タ
焼
に
夫
と
立

つ
 
長
沢
 

幸
子

花
過
ぎ
の
忠
魂
の
碑
に
缶
ジ
ュ
 

ー
ス
 
成
田
 
市

子

散
り
初
め
し
花
び
ら
と
去
る
紙

芝
居
 
斎

藤
今
日
子

水
音
に
風
音
ま
さ
る
五
月
か
な
 

斎
藤
 
さ
だ

噂
り
や
誤
植
を
詫
び
て
ま
た
誤

植
 
松

宮
 
梗
子
 

●

f
一
 

リ
ラ
の
雨
時
に
は
重
き
紳
か
な
 

高
松
 
栄
 

百
年
の
検
の
大
樹
や
嚇
り
ぬ
 

小
栗
山
ひ
で
 

鎌
谷
町
の
界
隈
も
都
市
化
が

す
す
み
、
既
に
田
園
の
た
た
ず

ま
い
は
無
い
が
、
た
だ
鎌
重
の

藤
が
、
往
年
を
偲
ば
せ
て
く
れ

る
。
樹
齢
何
百
年
経
た
の
か
知

る
由
も
な
い
が
、
見
上
げ
る
程

の
老
大
樹
で
あ
る
。
此
処
に
は

子
供
の
頃
の
想
い
出
が
詰
ま
「
 

て
い
る
。
郭
公
の
晴
く
田
植
え
 

の
季
節
に
な
れ
ば
、
田
茂
の
樹

の
高
い
梢
に
か
ら
み
つ
い
て
、
 

幾
重
に
も
咲
き
垂
れ
る
藤
波
は

実
に
見
事
で
美
し
か
っ
た
。
藤

の
樹
に
は
力
が
あ
っ
た
。
藤
の

下
蔭
は
、
夏
は
涼
し
く
、
子
供

達
の
溜
り
場
で
、藤
蔓
を
渡
り
、
 

藤
蔓
に
ぶ
ら
下
が
り
、
飛
ん
だ

り
跳
ね
た
り
、
タ
ー
ザ
ン
よ
ろ
 

し
く
良
く
遊
ん
だ
藤
蔓
は
自
然

の
遊
具
で
も
あ
っ
た
。
然
し
環

境
も
変
り
、
藤
の
樹
も
弱
っ
た

の
か
、
近
年
花
数
が
少
な
く
寂

し
い
限
り
で
あ
る
。
遊
ぶ
子
供

達
の
影
も
な
い
樹
間
に
、
折
々

来
る
鴬
の
声
に
ほ
っ
と
救
わ
れ

る
気
が
す
る
。
 

家族勢揃いの 
福士さん―家 

 

（善意の花かご） 

 

⑨
歴
史
民
族
資
料
館
へ
 

〇
高
橋
良
治
氏
（
市
内
み
ど
り
町
八
丁
目
）

廿

展
示
用
に
と
三
十
年
間
収
集
の
切
手
シ
ー
ト
 

（
五十
万
円
相
当
）
 

〇
東
北
電
力
卿
五
所
川
原
営
業
所
（
久
保
光
雄

所
長
）
廿
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
と
街

路
灯
を
五
基
。
（市
で
は
青
銀
松
島
支
店
よ
り

市
内
に
至
る
、
県
道
福
山
線
に
設
置
）
 ,

 

 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
木
村
孝
次
郎
氏
（
市
内
田
町

一
二
一
ー
一
）
廿

十
万
円
（
木
村
さ
ん
の
善
意
は
、
二
十
年
前
か

ら
続
い
て
い
る
も
の
で
す
）
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
 
「誠
」
（市
内
川
端
町
）
廿
十
二
万
五

千
円
（
誠
さ
ん
の
善
意
も
数
年
前
か
ら
続
い
て

い
ま
す
）
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藤

鎌
谷
町
の
界
限
も
岡
山
市
化
が

す
す
み
、
既
に
凹
聞
の
た
た
ず

ま
い
は
無
い
が
、
た
だ
鎌
長
の

雌
が
、
往
年
を
偲
ば
せ
て
く
れ

る
。
樹
齢
何
行
年
続
た
の
か
知

る
由
も
な
い
が
、
見
上
げ
る
院

の
在
大
樹
で
あ
る
。
此
処
に
は

子
供
の
凶
の
忽
い
山
が
約
ま

っ

て
い
る
。
邦
公
の
晴
く
間
柏
え 一私

の
風
景
一

の

木

⑫ 
山

上

和
美
さ
ん

(市
内
布
屋
町
二

O
)

島

に

も

の
季
節
に
な
れ
ば
、

山
茂
の
樹

の
内
い
制
に
か
ら
み
つ
い
て
、

幾
市
中
に
も
咲
き
眠
れ
る
雌
波
は

一
九
に
比
予
で
美
し
か

っ
た
。
雌

の
樹
に
は
力
が
あ

っ
た
。
雌
の

ド
政
は
、
反
は
涼
し
く
、
子
供

述
の
淵
り
場
で
、
峰
山
口
叫
を
渡
り
、

雌
必
に
ぶ
ら
下
が
り
、
飛
ん
だ

り
跳
ね
た
り
、
タ
l
ザ
ン
よ
ろ

し
く
良
く
遊
ん
だ
藤
直
は
円
以
…

の
遊
日
で
も
あ
っ
た
。
山間…し環

境
も
変
り
、
雌
の
樹
も
弱
っ
た

の
か
、
近
年
花
数
が
少
な
く
寂

し
い
限
り
で
あ
る
。
遊
ぶ
子
供

述
の
影
も
な
い
樹
間
に
、
折
々

来
る
鴬
の
声
に
ほ

っ
と
救
わ
れ

る
気
が
す
る
。

hvi

……一一七九

…

v
し

二

、
で

と

………
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…
様
の
さ

……ω
労
り
る

一二一一一

苦
ぶ
ふ

……一…

…
ご

年

…
…

i~
回
目
羽
凋
斗

一

J

R
H
R
u

h
c

い

=

中
国
か
ら
、
永
住
州
国
し
た

伺
士
山
災
さ
ん
(
小
同
名
、
経
何
日
ハ

ム
以
)
占
{
系
卜
間
人
は
、
父
の
伺

トL
長
問
郎
さ
ん

(市
内
漆
川
、

鍋
懸
八
一↓一)
と
共
に
、
ぃ
ハ
川

.
ハ

市
長
を
い
い
山
敬
訪
川
し
ま
し
た
。

実
さ
ん
は
、

小
国
=
一江
何
で

長
川
郎
さ
ん
の
長
男
と
し
て
川

乍
。
ヒ
歳
の
時
、
日
民
間
郎
さ
ん

は
引
地
応
行
し
た
ま
ま
。
終
戦

の
翌
年
、
母
キ
ヌ
さ
ん
も
凍
傷

で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

m和
六
卜

A

年、

小
国
残
問

孤
児
の
訪
日
調
査
で
、
長
問
郎

さ
ん
と
り川
而
、
組
乙
J

と
雌
認
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
水
住
帰
国
が

¥ノ
O
歴
史
民
族
資
料
館
へ

ア
」
一
o-H川
橋
良
治
氏

(市
内
み
ど
り
町
八
ド
円
)
ー

か

一

展

街

に

と

三
卜
年
間
収
集
の
切
手
ン
l
卜

花
一

E
L川
相
当
)

の

一
o東
北
電
力
側
五
所
川
原
常
業
所

(久
保
光
雄

立
思
一
所
長

)
l
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
と
街

差
旦

路
灯
を
に
差
。(
市
で
は
白
川
銀
松
山
宝
仙
よ
り

(
市
内
に
至
る
、
県
道
知
山
線
に
設
位
)

家族勢揃いの
福 士 さん 一家

実
射
し
た
も
の
で
す
。

山
長
は
、
「
尺
所
川
原
は
、

日

本

一
の
美
し
い
沖
粍
竹
川ト
L

が、

市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
比
え
る

い
称
の
盟
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま

ち
の
人
達
と
仲
よ
く
、
ど
う
ぞ

安
心
し
て
、
ゆ

っ
く
り
什
押
し
て

下
さ
い
」
と
永
い
人
生
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

相
ト

L

さ
ん
も
、
こ
の
心
く
ば

り
に
感
謝
し
、
-
け
も
い
く
れ

り
止
し
た
い
、
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

日
制
ト
い
さ
ん
速
の
お
住
い
は
、

漆
川
のい
巾
日
住
七
と
な
り
ま
す
。

ーE
困

五
所
川
原
女
性
俳
句
会

地
ぽ

っ
ぽ
け
党
し
の
ご
と
反
米

た

る

肝

村

と
し

e
A
F
 

酬
明
り
ゃ
う
ぶ
す
な
の
森
よ
み
が

え

る

対

応

附

子

酬
明
り
や
少
の
ご
と
く
に
円
は
過

ぎ
て

前
川
せ
い
火

身
を
染
む
る
大
夕
焼
に
犬
と
収

つ

長

沢

辛

子

花
過
ぎ
の
忠
塊
の
仰
に
的
ジ

ュ

ー
ス

成

山

市

子

散
り
初
め
し
花
び
ら
と
去
る
紙

芝

府

所

雌

今

日
子

木
内
に
胤
也
け
ま
さ
る
バ
パ
か
な

島
川
雌
さ
だ

ご
し
ょ
，
、

わ

酬
明
り
や
扶
舶
を
し
比
び
て
ま
た
品

-Jろ

仙

松

山

M
U
M
r
r

-
ず
ゐ

リ
ラ
の
同
時
に
は
市
一
一
き
紳
か
な

ハ
ル
松
山
米

行
年
の
楠
の
大
樹
や
酬
明
り
ぬ

小
葉
山
ひ
で

。
社
会
福
祉
へ

0
・木
村
苧
次
郎
氏

(市
内
川
町

-a
一
e

-
)
l

十
万
川

(木
村
さ
ん
の
善
怠
は
、

-
一卜
午
前
か

ら
続
い
て
い
る
も
の
で
す
)

O
ス
ナ

ッ
ク
「
誠
」

(市
内
川
端
町
)
1
卜
e

一バ
パ

千
円

(誠
さ
ん
の
長
け
な
も
数
年
前
か
ら
続
い
て

い
ま
す
)
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環
境
浄
化
と
 

や
さ
し
さ
で
 

少
年
を
守
り
た
い
 

● 電●・●●マ●・」雌，, ",●“"' 

老
泰

ー
ム
『
く
る
み
園
』
 

「みかんの花咲く丘」に少女の日が―。 

「く
る
み
園
」
専
属
歌
手
？

の
デ
ュ

エ
ッ
ト
。
 

六
月
一
日
、「く
る
み
園
」
 
で
 

を
迎
え
ま
し
た
。
 

小
山
内
助
役
は
、「
こ
の
き
れ

い
な
ホ
ー
ム
で
、
こ
れ
か
ら
も

み
な
さ
ん
、
健
康
に
つ
と
め
、
 

仲
よ
く
、
楽
し
く
暮
し
て
下
さ

い
」
 
と
あ
いさ
つ
。
 

五
十
名
の
入
居
者
達
も
、
お

い
し
い
》」
ちそ
う
で
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
日
頃
、
練
習
し
た

楽
器
演
奏
や
、
の
ど
自
慢
を
披

露
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
 

公
務
員
と
し
て
の
責
任
と
自

覚
、
市
の
職
員
と
し
て
の
必
要

な
知
識
の
修
得
等
を
目
的
と
し

て
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
末
迄

の
ニ
カ
月
間
、み
っ
ち
り
研
修

を
受
け
た
、
十
四
人
の
精
鋭
達

は
、
六
月
一
日
、
い
よ
い
よ
本

番
の
各
職
場
に
就
き
ま
し
た
。
 

市
民
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
し

あ
わ
せ
の
た
め
に
、若
さ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、応
援
し

て
下
さ
い
ね
。
 

七
月
は
、
 「青
少
年
を
非
行

か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
 
で

す
。
 

県
生
活
福
祉
部
青
少
年
婦
人

室
（
小
林
英
子
室
長
）
は
、
五

月
二
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館

で
県
青
少
年
健
全
育
成
推
進
員

の
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。
 

西
北
五
、
十
五
市
町
村
の
百

十
七
人
の
う
ち
、
五
所
川
原
市

は
次
の
二
十
人
の
方
達
で
、任

期
は
二
年
間
で
す
。（敬
称
略
）
 

〇
沢
田
武
美
（
栄
町
）
 

〇
原
田
康
男
（
蓮
沼
）
 

〇
小
野
道
幸
（
金
山
）
 

〇
礎
野
正
和
（
敷
島
町
）
 

〇
小
野
順
蔵
（
本
町
）
 

〇
原
 
芳
江
（
松
島
町
）
 
 

〇
宮
本
の
り
子
（
下
平
井
町
）
 

〇
田
附
憲
子
（
寺
町
）
 

〇
桜
井
照
子
（
川
端
町
）
 

〇
高
井
昭
雄
（
平
和
町
）
 

〇
土
岐
文
昭
（
福
山
）
 

〇
北
浦
 
進
（
み
ど
り
町
三
）
 

〇
木
村
一
夫
（
み
ど
り
町
四
）
 

〇
佐
藤
欣
昭
（
梅
田
）
 

〇
藤
田
妙
子
（
み
ど
り
町
六
）
 

〇
木
村
破
子
（
湊
）
 

〇
成
田
啓
子
（
毘
沙
門
）
 

〇
和
島
隆
志
（
飯
詰
）
 

〇
対
馬
正
行
（
鶴
ケ
岡
）
 

〇
一
戸
孝
志
（
藻
川
）
 

以
上
の
方
達
は
、
家
庭
、
学
 

校
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
 

り
、
健
康
で
明
る
い
青
少
年
の
 

住
む
街
を
目
ざ
し
、
社
会
環
境
 

浄
化
に
務
め
て
い
き
ま
す
。
 

 

市の新採用職員 

大いなる研修、終了 

 

研修 後の仕上げ。「背骨を伸ばしビシツと．ノ 
（消防署体験） 

楓
 
開

園
記
念
 
器
解
鰭

」
」」
 

              

  

少年の健全な育成が阻害されると思われる 
有害ビデオ・雑誌の自動販売機をなくしよう 

五所川原市青少年問題協議会●五所川原市少年相談センター運営協議会●五所川原市少年指導委員協議会 

 

              

              

  

市内小・中学校校長会・五所川原地区青少年健全育成推進員協議会・五所川原地区防犯協会 
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市の新採用職員

ー
ム
『く
る
み
固
』

開
園
記
念

「みかんの花咲く丘」に少女の日が一。

の 「
デ <
ユる
工み
ツ 園

t言
属
歌
手
つ

大いなる研修、終了

研修最後の仕上げ。「背骨を伸ばしビシツと/
(消防署体験)

六
月

一
目、「
く
る
み
園
」
で

は
、
昭
和
三
卜
九
年
の
設
立
か

ら
二
卜
八
回
目
の
開
国
記
念
日

を
迎
え
ま
し
た
。

小
山
内
助
役
は
、
「
こ
の
き
れ

い
な
ホ
l
ム
で
、
こ
れ
か
ら
も

み
な
さ
ん
、
健
康
に
つ
と
め
、

仲
よ
く
、
楽
し
く
暮
し
で
下
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

五
卜
名
の
入
居
弁
連
も
、
お

い
し
い
ご
ち
そ
う
で
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
頃
、
練
習
し
た

楽
器
演
奏
や
、
の
ど
門
慢
を
披

露
、
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し

た
。公

務
員
と
し
て
の
資
任
と
白

党
、
市
の
職
員
と
し
て
の
必
要

な
知
識
の
修
得
等
を
問
的
と
し

て
、
四
月

一
日
か
ら
五
月
末
迄

の
二
カ
月
間
、
み

っ
ち
り
研
修

を
受
け
た
、
卜
四
人
の
粕
鋭
遥

は
、
六
月

一
日
、
い
よ
い
よ
本

書
の
各
職
場
に
就
き
ま
し
た
。

市
民
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
し

あ
わ
せ
の
た
め
に
、
印
有
さ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
応
回
附
し

て
ド
さ
い
ね
。

環
境
浄
化
と

や
さ
し
さ
で

少
年
を
守
り
た
い

七
月
は
、
「
青
少
年
を
非
行

か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
で

す
県
生
活
福
祉
部
青
少
年
財
人

家

(小
林
芙
チ
室
長
)
は
、
丘

け
二
卜
五
日
、
市
中
央
公
民
館

で
県
汗
少
年
他
全
育
成
推
進
日

の
委
削
状
交
付
式
を
行
い
ま
し

た。
西
北
五
、
十
五
市
町
村
の
宵

卜
ヒ
人
の
う
ち
、
五
所
川
原
市

は
次
の
二
十
人
の
方
達
で
、
任

期
は
二
年
間
で
す
。(
敬
称
略
)

O
沢
田
武
美

(栄
町
)

O
原
田
康
男

(蓮
沼
)

O
小
野
道
幸

(金
山
)

O
礎
賢
正
和

(敷
島
町
)

O
小
野
順
蔵

(本
町
)

O
原

芳

江

(松
島
町
)

ふれあうm:l/そっ〈ろう

O
古
本
の
り

ιJ
(F
4「
井
町
)

O
回
附
憲
子

(寺
町
)

O
桜
井
照
子

(川
端
町
)

O
』
向
井
昭
雄

(市
「
和
町
)

O
土
岐
文
昭

(栢
山
)

O
北

浦

進

(み
ど
り
町
一一一)

O
木
村

一
犬

(み
ど
り
町
問
)

O
佐
藤
欣
附
(
梅
田
)

O
藤
田
妙
子
(
み
ど
り
町
六
)

O
木
村
時
子

(湊
)

O
成
団
幹
子

(凹比一沙門
)

O
和
品
隆
志

(飯
詰
)

O
対
馬
正
行

(鶴
ケ
岡
)

o
一
戸
孝
志

(部
川
)

以
上
の
方
達
は
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
附

り
、
健
康
で
明
る
い
汗
少
年
の

住
む
街
を
口
ざ
し
、
社
会
環
境

浄
化
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

少年の健全な育成が阻害されあと恩われ否
有害ビデオ・雑誌の自動販売機をなくしよう

五所川原市青少年問題協議会・五所川原市少年相談センター運営協議会・五所川原市少年指導委員協議会
市内小・中学校校長会・五所川原地区青少年健全育成推進員協議会・五所川原地区防犯協会
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J
 

昔
 

今
 

ラ
 

展
メ

別
力

特
r
 平

和
町
の
富
士
見
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
 

道
 ン

タ
ー
か
ら
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
ま
で

の
約
百
米
は
、
今
、
花
が
い
「
ぱ
い
。
 

五
月
二
十
四
日
の
日
曜
日
、
兼
平
町
 

“
 
ソ
 
内

会
長
さ
ん
を
は
じ
め
，
町
内
の
、
百

比
 
ノ

し
 

二
十
人
の
み
な
さ
ん
が
，
自
分
達
の
住
 

一
 
一
 

む
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
が
ん
ば
 

～
庚

ら

」
一
 
「
た
も
の
で
す
。
 

田
，

」
『
一
 

真
赤
ま
ケ
イ
ト
ク
、
ベ
ゴ
」
ア
、
ナ
 

和
 

ル
ビ
ア
、
イ
ン
パ
ー
チ
ェ
ン
ス
等
、
 

平
 

千
本
の
可
憐
な
花
々
で
平
和
町
通
り
は
、
 

ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
 

（
青
年
会議
所
募
集
の
 

「地
球
の
詩
」
応
募作
品
）
 ×

 

「地
球
が
ピ
ン
チ
」
 

栄
小
六
年

盛
 
静
夏

地
球
が
だ
ん
だ
ん
よ
ご
れ
て

い
る
。
 

私
た
ち
が
よ
ご
し
て
い
る
か

ら
だ
。
 

海
や
川
は
、
地
球
の
血
液
な

ん
だ
／
 

そ
れ
が
よ
ご
れ
て
い
る
ん
だ
。
 

血
液
が
よ
ご
れ
て
る
と
い
う

の
は
、
病
気
に
な
っ
て
い
る

と
い
『つ
」
と
だ
。
 

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
予
言
で

地
球
は
ほ
ろ
び
る
と
あ
る
が

そ
れ
は
こ
う
い
一2
」
と
を
い

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
 

み
ん
な
で
地
球
を
救
お
う
じ

ゃ
な
い
か
／
 

学生の皆さん 国民年金の 

保険料免除制度をご存知ですか 

平成 3年4月から学生が国民年金に強制加入

になったことにfFって特男リの免除基準が定めら

才しました。 

免除の認定にあたっては親と同居、別居、大

学等の形態（国公立、私立）の別、親元が抱え

る学生の数などを考慮することになっていまブニ

ン問い合わせ 国保年金課（内線258,265) 、 
菊ケ丘連動公園では、花菖蒲が咲きほこって 

おります。お気軽においで下さい。 
＞日時 7 月 1日～19日 午前9時～午後 4時 
）場所 五所川原市歴史民俗資料館 
）その他 
〇資料館入館料 一般206円、高・大学生103円、 
小・中学生51円（20人以上は団体割引がありま 
す） (4日（D~5日（日）は入館料無料） 

0休館日 月曜日 
）主催 五所川原市教育委員会 

財五所川原市自治振興公社 

市民の皆さ 

ノ 

“リストラーG21" 
21世紀に向けて 
五所川原を再び、活力ある街に一 

レテーマ （D「トークG21j 
市内の各高校より 5名ずつ参加、「五所川原を 

八万都市にするには」の討論会。 

（②） 「パフオーム G21j 
各高校の特色あるクラブ活動を発表。 

（③）「レクチャーG21j 
市役所の活用と紹介等、高校生社会人講座。 

＞日日寺 6月21日（日） 正 午～ 

ン場戸fi 五所川原商業高校体育館 

＞主催 （社）五所川原青年会議所 

公開定例会のご案内 

r6月定イ列会」を一船と公開します。 

みなさん、おいで下さい。 

）日時 6月19日（金）午後 7時～9日寺 

）場所 ホテルサンルート 2I5皆 

ンテーマ 奥津軽21世紀の夢、意識と行動ノ、 

ト 5 
ン講演 「オンブズマン制度にみる市民とまち 

づく り」 （※オンブズマンー苦情処理人） 

講師 川崎市市民オンブズマン 

大西千枝子先生 

ン参加申し込み 五所川原青年会議所”35-4049 

	ノ 
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学生の皆さん 国民年金の
保険料免除制度をご存知ですか

平成 3年 4月から学生が国民年金に強制加入

になったことに伴って特別の免除必準が定めら

才もました。

免除の認定にあたっては親と同府、別府、大

学等の形態(国公立、私立)の別、親元が抱え

る学生の数などを考慮することになっていま吠-

b問い 合わせ 国保年金謀(内線258、265)

道

平和町通りは

稽の

平
和
町
の
宮
上
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
菊
ケ
丘
運
動
公
固
ま
で

の
約
百
米
は
、
今
、
花
が
い

っ
ぱ
い
。

五
月
二
十
四
日
の

H
曜
日
、
兼
平
町

内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
内
の
、
百

二
十
人
の
み
な
さ
ん
が
、
自
分
達
の
住

む
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
が
ん
ば

っ
た
も
の
で
す
。

点
レ
亦
な
ケ
イ
ト
ウ
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
サ

ル
ビ
ア
、
イ
ン
パ

|
チ
エ
ン
ス
等
、
一

千
本
の
可
憐
な
花
々
で
平
和
町
通
り
は
、

ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

特別展
「力メ=ム止ノ寸目」

菊ケ丘運動公園では、-1U;;;Ylftがl咲きほこ って

おります。お気軽においで下さい。

じ>日時 7 J1 111~19 日 午前 911年~午後 411:'f
c>場所五所川原rli歴史民俗資料飢

c>そのイ也

0資料館入館料 一般206円、正:j.大ヴ:生l03r'l、

小 .rl'学生51円(20人以上は|二月体主rli}1がありま

す) (4 日凶~5 口(日)は人館料無料)

0イ木宣官日 月l的11司

じ〉主催五所川原市教育委員会

州五所川原市I1i台振興公社

|公開定例会のご案内
|“ リストラー G21" 

-21世紀に向けて
五所川原を再び、活力ある街に一

r6刀定例会」を一般公開します。

みなさん、おいで下さい。

仁〉日時 6 f]191-1 (金)午後 7 時~9時

仁〉場所 ホテノレサンノレート 2階

じ>テーマ 奥津軽21世紀の夢、意識と行動ノ、一

ト5

1>講 演 「オンブズマン制度にみる市民とまち

づ くり j (※オンブズマンーづ安情処珂人)

講師川崎市市民オンブズマン

大阿千枝子先生

じ〉参加申し込み五所川原肯年会議所B354049 

じ〉テーマ ① 「トーク G21j

市内の各高校より 51ちずつ参加l、「五所川出を

八万-tli市にするには」の討論会。

① 「パフォーム G21j

各高校の特色ある クラブ問。]を発表。

① 「レクチャーG21j

市役所の情用と紹介等、高校生社会人講座。

1>日時 6月2'1日 (11) 正 午 ~

仁〉場所 五ー所川|原商業高校体育館

仁〉主 催 (社)五所川原白年会議所
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「地
球
が
ピ
ン
チ
」

対さ
ノj、
ノ、
ff'. 

蝶

静
反

地
球
が
だ
ん
だ
ん
よ
ご
れ
て

い
る
。

私
た
ち
が
よ
ご
し
て
い
る
か

ら
だ
。

海
や
川
は
、
地
球
の
血
液
な

ん
だ
/

そ
れ
が
よ
ご
れ
て
い
る
ん
戸
百

血
液
が
よ
ご
れ
て
る
と
い
う

の
は
、
病
気
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
予
言
で

地
球
は
ほ
ろ
び
る
と
あ
る
が

そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
を
い

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

み
ん
な
で
地
球
を
救
お
う
じ

ゃ
な
い
か
/

(
青
年
会
議
所
募
集
の

「
地
球
の
詩
」
応
募
作
品
)



亡交通遺児育成資金の貸ィ寸Iナ」 
保護者が自動車事故で亡くなったり、重度の

後遺症害者で働けなくなった家庭のお子さんに、 

中学校卒業まで育英資金を無利子で」三3貸ししま

す。 

ン対象 0歳から中学校卒業までの遺児など

＞貸付金額 一時金一14万3,000円、小・中学校

入学支度金二＝4万円 

卒業まで月額一1万8,000円 

レ返済方法 終学校卒業後20年以内 

※申し込み・問い合わせは、 自動車事故対舞Hご

ンター青森支所（雪青森0177（⑩0551番）へ。 

／ 	みんなで防ごう土砂災害 	× 

6 月は土砂災害防止月間で支 

梅雨の季節になりました。集中豪雨

の起りやすい時期です。災害の無い、 

安全で快適な生活を守るために、 日ヒ頁

カ、ら、 ど Aノな小さな災害にもう主意し、 

安全な避難場所などを確認しておくな

ど、 士也域のみんなで協力し合い、 防災

につとめましよう。 

×～常に備えをー突然襲う土砂災害ノ 

し
た
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麟留NHK うの料理」議裁ませんか？ 
身近な素材や特産物をいかしたわが家ならではの料理をお待ちしています 

r 	 つ 

く
J 募集部門3 

、とっておきの
ご飯もの 

L 	 

●応募規定】国籍・性別を問わず（ただしプロは除く）料

理好きの人。料理は、未発表でオリジナルなものに限りま

す。応募点数は、1部門1人（1グループ）1点とします。応募

書類などは返却しません。また受賞作品の映像・出版物

などへの使用権は主催者に帰属します。 

●応募方法】応募用紙またはレポート用紙（B5判）2枚以

内に①応募部門名②メニュー名③材料（何人分か）④詳し

い作り方⑤PR点⑥住所⑦氏名⑧年齢⑨性別⑩職業⑩電

話番号を明記のうえ、できあがりのスナップ写真または

イラストを添えて封書でご応募ください。※グループ参

加の場合は、グループ名とメンバー全員の住所・氏名・職

業・電話番号を明記してください。 

●募集締め切り】1992年7月31日消印有効。 

●応募先『〒15O-01 東京都渋谷区神南2-2l NHK放 

7 

J 

送センター内 NHKェデュケーショナル きょうの料

理大賞事務局 B(03)3481-1553 

●賞】きょうの料理大賞（1名）,・・賞状、トロフィー、賞金 

50万円、副賞 

審査員特別賞（1名）‘・・賞状、トロフィー、賞金30万 

円、副賞 

部門賞（ 3名）・・・賞状、トロフィー、賞金20万円副賞

入選（6名）…賞状、トロフィー、賞金10万円、副賞

佳作・・・賞状、副賞 

●審査員】rNHKきょうの料理」講師他 

●発表】1992年11月下旬NHKの番組で発表予定。 

「NHKきょうの料理」テキストで詳細を紹介します。 

―次審査の結果は、合格者への通知をもって発表にかえ

させていただきます。 

r 

    

    

」 募集部門I 

1スピーディな 
I 毎日のおかず 

   

   

   

J
 

     

L交通遺児育成資金の貸付lナコ
保護者が自動車事故で亡くなったり、取度の

後遺症害者で働けなくなった家庭のお子さんに、

中学校卒業まで育英資金を無利チでお貸ししま

す。

b対象 O歳から中学校卒業までの遺児など

b貸付金額 一時金 14万3，000円、小・中学校

入学支度金二4万円

本業まで月額二 1万8，0001LJ

b返済方j去最終学校卒業後20年以内

※申し込み・問い合わせは、(1動 r~ 'Jc政対策セ

ンター背森支所 (宮青森0177⑮ 0551罫) J、、。

みんなで防ごう土砂災害
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を
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を
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す
、
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を
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に
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け
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し
た
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6月は土砂災害防止月間です二

梅雨の季節になりました。 集中豪雨

の起りやすい時期です。 災害の無い、

安全で快適な生活を守るために、日頃

から、どんな小さな災害にも注意し、

安全な避難場所などを確認してお くな

ど、地域のみんなで協力し合い、防災

につとめましょう。

常に備えを-突然襲う土砂災害

可JtN.¥_)募集部門3 1 

ぷj-lとっておきの ! 
終端 !ご飯もの i 

きょうの料

身近な素材や特産物をいかしたわが家ならではの料理をお待ちしています。

「ーーー一切ーーーーーーーーーー-， { ~1 Ál. 

J募集部門1 : ~~n ~________________~ 

7スピーディな !制再開辺 募集部門2 i 
i毎日のおかず 同部!もてなしの一品i
L一一一一一一一一J i i 

L_ーーーーーーーーーーーーーーー」

・応募規定ー 同籍・性別を間わず(ただしプロは除く)料 送センター内 NHKエデュケーショナル

月好きの人。料理は、未発表でオリジナルなものに限りま .f_fjj大賞ιi工務局 3(03)3481 1553 

す応募点数は、l部門1人(1ク守ループ)1点とします。応必 ・賞。 きょうの料理大:w・(1名) 賞状、トロフィ一、賞金

1';煩などは返却しません。また受it作品の臥喉 ・u¥版物 50万円、副賞

などへの使用機は主催主に帰属します。 審在員特}31は:t(l ~I)... ît・状、トロ フィ一、 n金30力

・応募方法応募用紙またはレポート用紙(B5宇1])2枚以 円、副賞

内に l応募部門名②メニュー名ゐ材料(何人分か)④詳し 削 IlJ賞(3名) 賀状、トロフィ一、賞金20万円、副首

い作り )i⑤PR点@住所⑦氏名③年齢①性，;IJ⑩職業⑪屯 人選(6i，)...it状、トロ フィ一、賞金10万円、副it
話高ニ号を明記のうえ、できあがりのスナップ写点または 佳作賞状、副賞

イラストを添えて封j?でこ応必ください。※クソレープ参 ・審査員。 rNH Kきょうの料理」講師他

力11の場合は、グループ~とメンバー全員の住所・ 氏名 ・職 ・発表:1992年11月下旬NHKの番組で発表予定。

業・屯話番号を明記してください。 rNH Kきょうの料JII!Jテキス卜で詳細を紹介します。

・募集締め切り :1992年7月3HI消印有効 一次務室の結果は、合格身への通知をもって発表にかえ

・応募先 .干15001東京都渋谷K神雨221 NHK欣 させていただきます。
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平成4年度交通マナー・アップ青森’92運動実施中！! 
◇実施期間 平成4年6月1日～11月30日まで 

◇運動の重点 ～交通安全意識の高揚と交通マナーの実践～ 
①シー トベルトの正しい着用の徹底 ③飲酒運転の追放 
②若年運転者・高齢者等の事故防止 （④）違法駐車の締め出し

五所川原市交通安全対策協議会 

◇スIコーガン ドアしめて ベルトしめて 気をしめて 

市民プールを開設します（警離世森192-1)舞 
レ開設日 7 月 4 日～ 8 月30日 （ 8 月13日はお

盆のため臨時休場とします。 また、天候等に

より遊泳できないときは休場することもあり

ます。） 

レ利用料金 

区 	分 般 高校生 幼児、小、 
中学生 

共
 

同
 

個 	 人 
(1回） 206円 103円 51円 

回 	数 	券 
(6回） 1,030円 515円 257円 

団 	 体 
(30人以上1人1回） 103円 51円 25円 

査
  

一
 

り
】
 
 

午
(
9
 

前
:
0
 
0
 
0
 
0
 

 

3,090円 

“
 
用
 

午
n
  

一
 

 

後
:
0
 
0
 
6
 
0
 
0
 

 

4, 120円 

1

“

、
 
 

日
0
  

。
J
 

一
 

 0
 
6
 
0
 
0
 

 

6, 180円 

コインロッカー（ 1 回） 1OFJ 

〇利用者は、つり銭のいらぬようご準備願います。 

※注意事項 

①小学校 3 年生以下の児童及び幼児については、  

成人の付添いが必要です。（付添い 1人につき， 

子供 2 人まで） 

②幼児は、幼児専用プールをご利用ください。 

③着替え等については、 コイ ンロッカーをご利 

用ください。 

④プールに入る前に準備体操とシャワーの使用 

をお忘れなく。 

（心臓マヒや、筋肉のケイレンを防止しますJ 

⑤ちょっとのいたずらが大きな事故のもとにな 

ります。 

プールの中で悪ふざけはいけません。 

⑥水泳で50m 泳いだ時の疲労度は、陸上競技の 

lOOm 競争に匹敵するといわれています。 

15分水泳を楽しんだら 5 分間の休憩を必ず 

とりましょう。 

⑦飛び込みは、一切禁止しています。 

⑧プールでは、必ず監視人の指示に従ってくだ 

さい。 

＠間い合わせ 

数育委員会社会教育課 

（内線 248) 

暴力問題で困っていませんか 
―少年を暴力団から守りましよう― 

暴力団問題に関する、 いっさいの相談に応じ 

ます。 

ン受付 電話又は面接、月曜日～金曜日 

午前 9 時～午後 5日寺まて、 

O1,0177 -プ苔ー §り答6（暴力追放青森県 
一 	民会議ー相談員、弁護士・警察0 B) 

' 	O"0173- 35 - 2 1 4 1 （五所川原警察署 

刑事防犯課） 

レ相談例 

〇暴力団との縁切り （足抜き） 

〇暴力団事務所のあけ渡し。 

〇暴力団による、権利侵害の泣き寝入りの民 

事問題。 

―怖れない、金を出さない、利用しない一 

（暴力追放三ない運動） 

青少年国際交流キャンプ 
く朝霧高原・本栖湖＞ 

レ期日 ①小学生国際交I充キャンプ（小学 4 年 

生～ 6 年生）平成 4 年 7 月29日（水）~8月 2 日 

（日） 47白 5 日 

②中・高生国際交流キャンプ 平成 4 

年 7 月29日（水）~8月2 日（日） 4 泊 5 日 

レ場所 （ユ）小学生国際交漏Lキャンフp 
静岡県（静岡県立朝霧野外活動センター） 

②中・高生国際交流キャンフp 
山梨県（本栖湖青少年スポーツセンター） 

ン参加費 

①小学生国際交流キャンプ 35,000円～71,000円

②中・高生国際交流キャンフp37,000円～81,000円 

D資料請求・問い合わせ・申し込み先

財団法人 国際青少年研修協会 

9 160 東京都新宿区四谷2-11 大村ビル 3F 

廿 03-3359-8421 FAX 03-3354-2207 

8 

じ〉開設日 7 } J 4 11 - 8 } J 30 I1 (8}j 13" は お

盆のため臨H、子休場とします。 また、大.候等に

より遊泳できないときは休場することもあり

ます。)

[>利用料金

rx: 分 般 高校生
幼児、小、
中 学 生

f周 人

共
( 1回)

2061'J 103川 511'J 

回 数 券
( 6回) 1，030l'J 5151'J 2571'1 

問

団(30人以I:l人l回体) 1031'J 51PJ 251'J 

専
午(9:前00-12: 00) 3，090l'J 

午(1:後00-6 : 00) 4，120l'J 

用
1 U 
(9 : 00-6 : 00) 6，180l'J 

コインロッカー (1回) 101'1 

(戸宮局私森192-1)

F 寸

... 竺

成 人の付添いが必要です。(付添い 1人につ き、

子供 2人まで)

②幼児は、幼児得用プールをご利用ください。

③若干干え等については、コインロッカーをご利

用 くださし、。

④プールに人る IFIに準備体操とシャワーの使用

をお忘れなく。

(心臓マヒや、筋肉のケイレンを防止 します。)

⑤ちょっとの いたずらが大きな 事故の もとにな

りますー。

プー ル の 中 で 怒 ふ ざけはいけません。

⑥ 水泳で 50m泳 い だ 時の 疲 労 度 は 、 陸 1-:競技の

100m 競争に匹敵す る と い わ れ て い ま す。

15分 水 泳 を 楽 し ん だら 5分 間 の休 息を必ず

とりましょう。

⑦ 飛び込みは、 一 切禁止し ています。

③プールでは、必ず監視人の指 示に従って く だ

さし、。

0利用省は、 つり 銭のいらぬようご準備願います。 @問い合わせ

※注意事項 数育委員会社会教育課

① 小 学校 3年生以下の児童及び幼児については、 (内線 248)

暴力問題で、困っていませんか
一一少年を暴力団から守りましょう一一

青少年国際交流キャンプ
く朝霧高原・本栖湖〉

暴力団問題に関する、い っ さいの相談に応じ

ます。

[>受付 電話又は面接、月曜日~金雌円

午前 9 時~午後 511~ まで

[>期日 ①小学生国際交流キャンプ(小学 4年

生 -6年生)平成 4年 7月 29日(水)-8月 2[1 

(日) 4 rEl 5 rl 

OE0177-23-8VF56(暴力 追放青森県

民会議ー相談員、弁護士・警察oB) 

② 中・高生国際交流キャ ンプ平成 4

年 7 月291円1(.休ホ)ト，戸-、~‘、、‘、-

o ft0173 -3 5 -2 1 4 1 (五所川 原讐察署

刑事防犯課)

[>相談例

0暴 力団との縁切り(足抜き)

0暴 力団事務所のあけ渡し 。

0 暴力団に よる 、権利侵害の泣き寝入り の民

事問題。

[>場所 ① 小 学 生 国 際 交 流キヤンフプ
。

[>参加費

的岡県 (締岡県立朝霧野外活動センター)

② 中 ・高生国際交流キ ャ ン プ
山梨県 (本側湖青少年スポーツセンター)

①小学生国際交流キャンプ 35，000円-71，000PI

②中・高生国際交流キ ャンプ 37，000円-81，00or'l

b資 料請 求・ 問い 合わ せ・ 申し 込み 先

財団法人国際青少年研修協会

ー怖れない、金を出さない、利用しないー

(暴力追放三 ない運動)

〒 160東京高官新宿区四谷 2-11大村ピル 3F 

ま萱 03-3359-8421 FAX 03-3354-2207 

平成4年度交通マナー・アップ青森'92運動実施中!!
。実施期間平成4年6月 2日~刊月30日まで

く>運動の重点 ~交通安全意識の高揚と交通マナーの実践~
①シー トベルトの正しい着用の徹底 ③飲酒運転の追放
②若年運転者 ・高齢者等の事故防止 ④違法駐車の締め出し

五所川原市交通安全対策協議会

。スローガン ドアしめてベルトしめて気をしめて
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60分 20分 五所川原 

駅 前 
着 15 】30 

消費生活

センタ 
(110分） 

総合健診

センタ 
(40分） 

① 
五所川原 5()分 総合社会教 20分 
駅 前  	育センタ 
発 8】40 	 環状7号線 (100分） 中央大橋 

望ノ ③ 

王 

ワープロの基礎から応用まで 

高等学校公開講座を開設 

～成人ー般を対象に～ 
（初心者歓迎） 

文部省の生涯教育の一環として、高等学校の

持つ教育機能を開放し、成人のみなさんに、専

門的知識・技術又は一般教養を習得していただ

く ものです。 

レ期間 〔第 1 講座〕 7 月13日（月）-7月17日国 

〔第 2 講座〕 7 月20日（月）~7 月24日団 

「目で見る県政バス」参加者募集 

―あなたも県政を勉強してみませんか― 

県では、県政に対する理解を深めていただく 

ために、今年も 「目で見る県政バス」 を実施 I 、 

たします。 

1．開催日 平成 4 年 7 月17日 （金曜H) 

2.募集対象者 西津軽郡、北津軽郡及び五所 II 

原市に在住の20歳以上の方々 

3．募集人員 45 名（定員を超えると抽選） 

4．見学施設 ①総合社会教育センター（青森市） 

②消費生活センター（青森市ロ 

③総合健診センター （青森市） 

5．参加費用 無酬斗（昼食イ寸） 

6.乗車場所 五所川原駅前 

乙応募要領 往復はがきの往信に①住所（郵便 

番号）（②）氏名③性別④年齢（5）職業⑥電話番号 

⑦乗車場所を、返信に宛名を記入の L、次の 

ところにお送りください。 

8．送付先 〒030 青森市長島一丁目1-1 

青森県広報広聴課 県政バス係 

(" 0177-22-1111 内線 2208) 

9.)応募締め t刀り 平成 4 年 7 月 7 日（火H当日必着） 

「海上保安庁職員等の募集 
D受験資格と予定数 

(＠船艇職員（昭和28年 4 月 2 日以降生まれ） 

0航海科約20名 〇機関科約 5 名 

⑥航空機職員〇操縦従事者（昭和33年 4 月 2 日 

以降生まれ）約 5 名 〇整備従事者（昭和38 
年 4 月 2 日以降生まれ）約 5 名 

回無線従事者（昭和28年 4 月 2 日以降生まれ） 

〇通信約 5 名 〇技術約10名 

※この他の受験資格等があります。詳しいことは下記まで。 

レ募集受付期問 

平成 4 年 6 月 5 日（金）-6月19日（金）（当日消印 

有効） 

レ申し込み用紙請求と間い合わせ 

青森海上保安部（〒030 青森市青柳一丁目1-2 
か 01 73-34-2423) 

9 

レ定員 30名（先着順で締め切ります） 

レ場所 五所川原商業高等学校 3F ワープロ実習室 

レ教材費 500円（フロッピィデスク‘資料代を含む） 

レ機種 富 E通 

レ申し込み期間 6 月22日（月）から 7 月 3 日（金う 

レ申し込み先 五所川原商業高等学校 ft35 - 5151 

午前 9 時から午後 4 時30分まて二 

（但し、土曜日は正午まで） 

レ主催 青森県教育委員会 

レ主管 学校法人 下山学園 

声＠繁零』二堕讐進,C)j_ ,, -L rl -f --ーコ 
料理教室参加者募集」 

レ時間 午後 6 時から午後 9 時まて、 午後 6 時から午後 9 時まて、 

レ名称 料理教室 『200ポりレトクラブ」 

レ開催日時 A 日程（火曜日） 7 月14日、 8 月 

18日、 9 月 8 日 

B 日程（水曜日） 7 月15日、 8 月 

19日、 9 月16日 

※いずれも10時～13時、どちらの日程も同じメニューです。 

レ開催場所 東北電力q湘五所川原営業所 2 階

電化教室（五所川原市田町113-1) 

ン講師 （株）電力ライフクリエイ ト青森営業所ラ

イ フ・ク lJ 二I：ーイ ター 

レ募集人員 A 日程、B 日程とも15名合計30名

レ教材費 1,500円（ 3 回分） 

）メニユー イ ワシのポルトガル風、山菜おこ

わ、ノぐナナづ1 ーキなど。 

レ応募資格 200ボルト機器に興味のあるご婦人。 

ン応募方う去 7 月 6 日（月）までにお電話でお申し込み下さい。 

レ応募先 東北電力q榊五所川原営業所 お客さ

まサービス課 か35-2151 内線335 安田 

, 

.7月20日（月）から予約受付 

●申し込み方法等くわしいことは 7 月20日（月） 

の新聞（朝刊）紙上に発表されます。 

『サマージャンボ宝くじ』の発売 
（別称市町村振興宝くじ） 

「目で見る県政パス」参加者募集
-あなたも県政を勉強してみませんか-

~~，では、県政に対す る理解を深め て いただく

ために 、今年も illで兄る県政パス」を 実 施 い

たします。

1.開催日 平成 4年 7)J1711 (令雌 11)

2.募集対象者 1)可iI!軽ltlS、--ltiI!!経ltlS及び 7i_所川

原 rliに在住の20歳以 1-.の方々

3.募集人員 45名 (定員を必える と.1111選)

4.見学施設 ① 総合社会教育セ ンター(庁森市)

② 消費生活セ ンター(~"f森 r!î )

③ 総合健『診センター (11森 r!i)

5.参加費用 無料 (昼食付 )

6.乗車場所 7I.所川原 駅前

7.応募要領 往復はがきの往信に①住所 (郵便

信号)②氏名③ド1:別④~ I荷台⑤職業⑥屯話番号

⑦ 来車場所を、返信に宛名を記入の 1'.、 次の

ところにお送りくださ し」

8.送付先 〒030.，守森市長島.JI 11-1 

万森県広報広m~諜県政パス係

(宮 0177-22-1111内線 2208)

9.応募締め 切り 平成 4年 7川 711 (火)(、'i11必符)

日 平呈

L海上保安庁職員等の募集J
P受験資格と予定数

@船艇職員 (H({利 28年 4川 211以降生まれ)

0航海科約20名 0機関科約 5名

@航空機職員0操縦従事行 (H({利 33年 4) J 2 11 

以降生まれ)約 5名 0 整備従事省(f1L{干1138

年 4) J 2 11以降生まれ) 約 5名

@無線従事者 (II(HI128年 4月 211以降生まれ)

0通信約 5名 0技術約10名

※この他の受験資的等があります。J下しいことは下記まで。

1>募集受付期間

平成 4年 6n 5 1'1倒- 6)J1911(鉛(当 11iì~ 印
有効)

1>申し込み用紙請求と問い合わせ

9 

s年森海 1-.保安部 (〒030 l手森市育柳- f日1-2

ft0173-34-2423) 

「一一一ワープ口の基礎から応用まで一一一「

」高等学校公開講座を開5受¥
~成人一般を対象に~

(初{，¥者歓迎)

文部省の生涯教育の一 環として、高等学校の

持 つ教 育 機能を開放 し、成人のみなさんに、専

門的知識・技術又は一 般教養を胃得 していただ

くものです。

じ〉期間 〔第 l治座) 7)]13Il(月ト 7)]lHI幽1
}10日間

〔第2成座J 7 )]20 n (月)-7 )12411(釧

1>時間 午後 6日、子か ら 午 後 9II~F まで

1>定員 30名(先若)1阪で締め切ります)

1>場所 μfitr川原商業高等学校 3Fワー プ口実予号室

1>教材質 5001'1 (フロッピィデスク ・資料代を含む)

1>機種 宮ヒ通

1>申し込み期間 6 J] 22日(月)から 7月 3n幽

1>申 し 込 み 先 fI.所川原商業高等学校 倉35-5151 

午前 911キから午後 411，¥'30分まで

(但し、土叫日は正午ま で)

1>主催 青森県教育委員会

1>主管 学 校法人下山学園

I~ ⑬⑩認め長電気機器使用の 一「
料理教室参加者募集」

じ〉名称、 料理教室 '"200ボルトクラフ)

1>開催日時 A [1 fIl. (火HJJlR ) 7月14口、 8月

18円、 9月 811 

BII平三 (水U7ftll) 7 月 151-1、 8}] 

※いずれも 1011ギ-1311午、 どちらの 日程も悶じメニューですo

b開 催 場 所 京北屯力(同五所川原営業所 2階

電化教室(丘所川原市田町113-1)

1>講師 側電力 ライ フク リエイト青森 営業所ラ

イフ ・ク リエイタ -

b募集人員 AII程、 B日程 とも 15名 合 計30名

じ〉教材費 1，500円 (3回分)

1>メニュー イワ シのポルトガル風、山菜おこ

わ、バナナケーキなど。

1>応募資格 200ボルト機r.it に興味のあるこ:'~'If人 。

じ〉応募方法 7 ) J 6 11 ()I)ま でにお電話でお申し込み下創、o

b応 募先 点北電力(捕五所川 原営業所 お客さ

ま サ ー ビ ス 諜 ft35-2151内線335安田

ーヨ『サ了JJJif議主主?発売
• 7 ) J 2011 ()I)から予約受付

• rflし込み刀法等 くわしいことは 7n 2011(月)
の新聞 (，初刊)紙 上に発表 されます。



7月のうす味料理講習会 
廿川川塩分控えめおいしい料理川川川 
テーマ：バランス食と減塩について学てJぐ、成人

病を防こ。う．ノ 

開催月日 対象地区 開 催 場 所 締め切り 

7 月 1日困 栄・みどり町 コミュニテイセンター栄 6月25日沫〕 

7 月 2日困 毘沙門 毘沙門長富コミュニテイセンター 6月26日（鋤 

7月29日困 高 	野 高野文化センター 7月23日困 

7月30日困 小 	曲 小曲農村婦人の家 7月24日園 

7月31日団 松 	島 保 健 セ ン タ ー 7月27日明） 

ン献立】じゃがいものポタージュ、 トマトのあ

えもの、野菜のゴマドレッシングサラダ

＞時間】午前9 】 30～午後1 】 0d 

ン半f金】無 料 

ン持参する物】ェプロン、筆記用具、 ごはん、 

みそ汁（小ビンなどに入れて）、健康手帳、食

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらーっ

てください） 

ン申し込み先】地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります）地区外の方でも参加て三

きます。 

無料巡回診療 
北五医師会のご協力により、今年も巡回診療

が下記の日程で行われます。赤ちやんからお年

寄まで、健康チエックにお気軽においでくださ

し、。 

〇診療時間：zF後 1時～ 2時まで 

0」寺ってくる物 I 健康手帳 

実施月日 会 	場 医 師 名 

6月24日（水） 朝日・興隆婦人ホーム 兼平 	旦先生 

6月25日（司 共 栄 集 会 所 三上 光次先生 

6月26日（田 長 富 集 会 所 冨田 重照先生 

7月 8 日（加 若 山 公 民 館 小笠原精樹先生 

7月 9 日（村 コ ミ セ ン 長 橋 佐藤 	実先生 

7月10日（曲 中 泉 集 会 所 対馬 昭幸先生 

）」らえ上の問い合わせ 保険環境課 

（内線268、 272) 

市税の納期は次のとおりで或 

お手元の納付書を確認し、 

期限内に納めましょう。 

市・県民税（第1期） 

納期は 6月30日です。 

に技術革新の時代です 	I 

L「能力開発セミナー」受講生募集」 
>資格 学歴、年齢、性別は問いません。 

＞受講料 無酬斗（ただし、テキスト代等のかか 

る訓練コースがあります） 

）申し込み締め切り 各訓練コースとも、開講 

日の、 3 日前まで。ただし、定員になり次第 

締め切ります。 

D問い合わせ 青森職業訓練短期大学校教務課 

（市内飯詰 胃37-2301) 

能力開発セミナーコース （ 7 月分） 

妬
  

コ ー ス 名 定
員
 

日
数
 

期
日
 
間
時
 

受講料 ●

1
  

メカト口ニクス

の電子回路n 
5
名
  

5
日
  

7月 6日明）~7月10日（曲 

18 : 00-21 : 00 
1,000円 

。
ノ］
  

定電圧制御回路
の製作と回路解
析 

5
名
 

にu
日
  

7月6 日（月）~7月10日囲 

18 : 00-21 : 00 
1,000円 

3
  

パソコンによる
カムの設計とN 
Cによる製作 

5
名
 

にJ
日
  

7月13日明）~7月17日囲 

18 : 00-21 : 00 
1,000円 

4
.
 
 

F EM入門 

（有限要素法） 
5
名
  

〔
J

ロ
H
  

7月15日困～7月17日囲 

18 : 00-20 : 30 
1,500円 

に
。
  

P LDの論理回

路設計 
2
名
  

h
'u

口
］
  

7 月20日明）~7月22日困 

9 : 00'-17 】 00 
L000円 

《b
  

CAD (2) 10 に
。
ロ
］
  

7 月20日明）~7月24日囲 

18 : 00--21 : 00 
L000円 

7
  

ワンボードマイ

コン 
5
名
 

に
u

口
H
  

7月20日側～7月24日囲 

13 : 00-16 : 00 
1,00〕円 

8
  

空気圧機器のパ

ソコン制御 
10 d

一［口
  

7 月21日因～7月24日囲 

9 : 00-47 : 00 
1,000円 

。
J
  

データべースシ

ステム 
10 (

J

ロ
H
  

7 月22日困～ 7月24日囲 

9 : 00--17 : 00 
1,00(）円 

10 
GP一 TB機器
による計測制御
技術 

6
名
  

〔J
「目
  

7月23日困～ 7月25日（り 

3 】 00-47 】 00 
1,000円 

日本語ワープロ 
講座一太郎の習 
得ver4.3 

10 月
，
日
 

 

7 月13日明）一17月16日困 

9 : 00-45 : 00 
1,00(）円 

12 
日本語ワープロ 
講座一太郎の習 
得ye r4,3 

10 4
一【
口
 

 

7月20日明）~7月23日困 

9 : 00-15 : 00 
1,00(〕円 

詩吟講座受講生寡第コ 
ン日時 毎週月曜日 18 : 3O--2O : 30 
>場所 五所川原市中央公民館 

D申し込み市解骸崎野公35-3749 
⑥初心者の方大歓迎です。 

どうぞおいで下さい。 

日手呈】 
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17月のうす味料理講習会 |
11111111塩分控えめおいしい料理111111111

テーマ バランス食と減塩について学び、成 人

病を防ごう/

日手呈 f泊俄月日 対象地区 開催場所 締め切り

7月1日同 栄・みどり町 コミュニアィセ yター栄 6月25日体)

7月2日附 毘沙門 毘抄門長富コミュニティセンタ』 6月26日(剣

7月29日休)世3 野 高野文化センター 7月23日附

7月30日附 ノl、 曲小曲農村婦人の家 7月24f1他)

7月31日ω松 山 保健センター 7月27f1関)

b献立 :じゃがいものポタージュ、 トマト の あ

えもの、野菜のゴマドレッシングサラダ

b時間:午前 9 : 30~午後 1 : 00' 

b料金 -無料

b持参する物:エプロン、 筆記用具、ごはん、

みそ汁(小ピンなどに入れて)、健康手帳、食

事しらべ用紙(地 区の保健協力員からもら っ

てくださ u、)

b申し込み先 :地 区の保健協力員へ(参加申し

込み用紙があります)地区外の方でも参 加 で

きます。

L無料 巡回診療」
北五医師会のご協力により 、 今年も巡回診療

が下記の日程で行われます。 赤ちゃんからお 年

寄まで、 健康チェ ック にお気軽においでくださ

し、。

0診療時間 午後 1 時~2 時まで

0持 ってく る物 :健康手帳

実施月日 よτEh 場 医師名

6月24日(水) 朝日・興隆婦人ホーム 兼平 且先生

6月25日(木) 共栄集会所 ニ上光次先生

6月26日(金) 長富集会所 富田重照先生

7月8日(水) 若 山公民館 小笠原精樹先生

7月9日(木) コミセン長僑 佐藤 実先生

7月10日(金) 中泉集会所 対馬昭幸先生

b以上の問い合わせ 保険環境課

〈内線 2 6 8、 2 7 2) 

市税の納期は次のとおりです。

お手元の納付書を確認し、
期限内に納めましょう。

市・県民税(第 1期)

条内期は 6月30日です。

「 技術革新の時代です l 

Lr能力開発セミナー」受講生募集」
じ〉資格 学歴、年齢、性別は聞いません。

じ〉受講料 無料(ただし、テキスト代等のかか

る 訓 練 コ ー ス が あ り ま す )

じ〉 申し込み締め切り 各訓練コースとも、開講

日の、 3日 前 ま で。 ただし、定員になり次第

締め切ります。

b問い合わせ 青森職業訓練短期大学校教務課

(市内飯詰 宮 37-2301)

能力開発セミナーコース (7月分〉

J伝 コ ー ス 名 定員 数日 )91 IHI 
受講料

日 時

メカ卜ロニクス
名5 目5 

7 月 6 日 (月)~ 7 月 10 1:1 (剣
1，∞0円

1 の'電子回路日 18 : 00~21 : 00 

2 定析の製電圧作制と御回路回解路 名5 目5 
7 月 6 日(月)~7 月 10 日(剣

1，∞0円
18 : 00~21 : 00 

ノξソコ設るン製計による 515 7 月 13 日開)~7 月 17日樹
3 カムの 作とN 名 目 18 : 00~21 : 00 

1，∞0円
C によ

FEM入門 5 3 I 7 月 15 日 休)~ 7 月 17 日(剣
1，500円

41 (有限要素法) 名 日 18: 00~20 : 30 

5 P L Dの論理主回 2 3 I 7 月 20日開)~7 月 22 日休)
1，∞0円

路設計 名 日 9: 00~17 : 00 

61 CAD (2) 名10 
5 I 7 月 20日開)~7 月 24 日(剣

1，∞0円
日 18: 00~21 : 00 

7 ワンボー ドマイ 5 5 I 7 月 20 日開)~7 月 24 日凶
1，∞0円

コン 名 日 13: 00~16 : 00 

空気圧機器のパ 10 417 月 2 1 日 以)~7 月 24 円 ω
1，∞0円

8 ソコン制御 名 日 9:00~17:00

データベースシ 10 3 I 7 月 22 日附~7 月 24 日(剣
1，∞0円9 ステム 名 日 9: 00~17 : 00 

GPー 1 B機制御器 6 3 I 7 月 23日同~ 7 月 25 日 比j
10 伎に術よる計測l 名 日 3:00~17: 00 

1，∞0円

講得日座本v務ワープロ 10 4 I 7 月 13 日開)~7 月 16 日休)
11 一太郎の習

名 日 9: 00~15 : 00 
1，∞0円

e r 4.3 

講得日本座v 語ワープロ 10 4 I 7 月 20 日開)~7 月 23 日附
12 一太郎の習

名 日 9: 00~15 : 00 
1，0∞円

e r 4.3 

詩吟講座受講生募集
b日時毎週月曜日 18 : 30~20 ・ 30

b場所五所川原市中央公民館

b申し込み市内松島町崎野宮35-3749
8丁目92

0初心者の方大歓迎です。
どうぞおいで下さい。

10 



“4⑥月永 

  

な
無
 

づき 

月 

、 市役所 ff35 ユ111マ 

7月の健康センター相談日 
7 月 3 日、10日、17日、24日、31日で”す。（毎週

金曜日J 

時間 午前10時から午後 3 時までト。 

内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談に 

1志じますので、赤ちゃんからお年寄りまでお気

軽にご利用ください。 

ツ反、BCG（結核の予防）接種一 

お子さんを結核から守るために、ぜひ受けさ 

せましょう。 

レ対象 生後満6 カ月～48カ月までの乳幼児。 

（ただし、今までにBCG接種を受けた乳幼 

児は除きますJ 

ン場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～ 1日寺30分 

レ注意事項 （①）ツベルクリン注射の時は母子健 

康手帳のみを受イ寸に出してください。 

② B C G接種の時に問診票を記入してきてく 

ださし・。 

③お子さんの健康状態を良く知っている方が 

お連れください。 

④他の予防接種を受けて 1カ月を経ていない 

お子さんは接種できません。 

⑥地区別日程 

地 	区 ッ 	反 B 	C 	G 

五小学区 

七和地区 
6 月30日因 7 月 2 日困 

梅沢地区 
栄 	地区 
長橋地区 

7 月1日（加 7 月 3 日国 

みどり町 
飯詰地区 
毘沙門地区 

7 月 7 日因 7 月 9 日困 

松島地区 
松 島 町 
三好地区 

7 月 8 日困 7 月10日団 

南小学I区 

中川地区 
7 月15日困 7 月17日園 

11 

乳幼児の健康診査 
場所 市保健センタ 

受付時間 12 : 30-12 : 45まてる 

持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児には個人通知いたします。 同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参く

ださい。転入者の方、不明な点はご連絡ください。 

※注意 （① 6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん） の検査

セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 7 カ

月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気） のお子さ

んはご遠慮ください。 

③今回、健診を受けられない方は次回におい

でトください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H
3
 
4

日
”
 
年
生
 

ュ
よ
 

れ
  

7 月14日因 健康診査 

6 カ月児 3月
 
年

生
 
4よ
  

H
1
2
 

れ
  

7 月21日因 健康相談 

1 歳児 H
6
 
3

月
 
年
生
 

」
よ
 

れ
  

7 月27日（月） 健康相談 

1歳 
6 カ月児 

H
1
 
3

月
 
年

生
 
4よ
 

れ
  

7 月28日因 健康診査 

3 歳児 H
3
 

元月
 
年
生
 

山
よ
 

れ
  

7 月16日（利 健康診査 

人の命を救う 

「愛の献血」にご協力を’ 
期 	日 時 	間 場 	 所 

午前 9 時30分から
午前11時まで 

小曲農村婦人の家前 
（赤十字奉仕団小曲分団協賛） 

6 月22日 

（月） 

午後 0時15分から
午後 1時まで 

飯詰 
青森職業訓練短期大学校前 

午後 2時から 
午後 4 時まで 

JR五所川原駅前 

好評です！ 

からだにやさしい血葉成分献血 
この献血を体験した方は、「体への負担が軽く

気軽にできる」 と好評です。 尚、 この彰通1は30 

分かかりますので予約制になっています。 

献血できる方は、保健環境課までご連絡して

下さい。 

期 	日 時 	間 場 	所 

6 月29日 

（月） 

午前10時から 
午後 4時まで 

市保健センター 
1階集団指導室 

, 

みな づき

水無 月

市役所 n35-2官官官

7月の健康センター相談日
7月 3日、 10日、 17日、 24日、 31日です。(毎週

金曜日。)

時間 午前10時から午後 3時 まで。

内 容 血 圧測定、尿検査等を含めた健康相談に

応じますので、赤ちゃんからお年寄りまでお気

軽にご利用ください。

「ツ反、BCG(結核の予防)接種1
ぁ、子さんを結核から守るために、ぜひ受けさ

せましょう。

仁〉 対象 生後満 6カ月 -48カ月までの乳幼児。

(ただし、今までに BCG接積 を受けた乳幼

児は除きます。)

[>場所 市保健センター

[>受付時間 午後 1時 - 111寺30分

[>注意事項 ①ツベルク リ ン注射 の時 は母子他

康手帳のみを受付に 出 してください。

② BCG接 種 の時に 問診票を記入してきてく

ださい。

③お子さんの健康状態 を良 く知 っている方が

お連れください。

④ 他 の予防接種を受けて 1カ 月 を経ていない

お子さんは接 種できません。

。地区別日程

t也 区 ツ 反 B C 。
五小学区

6月30日伏) 7月 2日(木)
七 和地 区

梅沢 地 区
栄 地 区 7月 1日(本) 7月3日(剣

長橋 地 区

みどり 町
飯詰 地 区 7月 7日伏) 7月 9日休)

毘沙門地区

松島 地 区
松島 町 7月8日(本) 7月10日幽

三好 地 区

南 小 学|区
7月15日(水) 7月17日制

中 川地 区
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|乳幼児の健康診査 |
場所 市保健センター

受付時間 12 : 30-12 : 45ま で

持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳 児 に は 個 人 通 知 い た し ま す 。 同 封 の ア ン

ケートに記入して、尿を小ピンに入れて持参く

ださし」転入者 の方、不明な点はご連絡ください。

※注意 ① 6カ月他康相談につごうで来れなか

った場合は、 神 経芽細 胞 腫 ( 小 児 が ん ) の 険 査

セットを、母子健康 手 i践を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。(6カ月、 7カ

月児に限る。)

②病気療養中 (特 に 伝染 性の 病気 )の お子 さ

んはご遠慮ください。

③今回、健診を受けられない方は次回におい

でください。

月 メ1A3 対 象 児 期 日 内容 J

3カ月児
H4年

7月14日伏) 健康診査3月生まれ

6カ月児
H 3年

7月21日伏) 健康相談12月生まれ

1歳児 H 3 年生 7月27日(月) 健康相談6月 まれ

1歳 H 3年
7月28日伏) 健康診査6カ月児 1月生ま れ

3歳児
H元年

7月16日(本) 健康診査3丹生まれ

人の命を救う

「愛の献血」にご協力をP

期 日 時 間 士易 所

午前 91時30分から 小曲農村婦人の家前
午前11時まで (赤十字奉仕団小幽分団協賛)

6月22日 午後0時15分から 飯詰

(月) 午後 1時まで 青森職業訓練短期大学校前

午後 2JI寺から
J R五所川原駅前

午後 4時まで

好評ですf
からだにやさしい血祭成分献血

こ の献血を体験 した方は、「体へ の 負 担 が軽く

気 軽 にできる 」 と好 評です。 尚、 この献血は30

分か か ります の で予約制 に な っています。

献 血 できる 方 は 、 保 健 環 境 課まで ご連 絡して

下 さい。

日寺 ヨ1
J

日
比
戸 土易 所

午前10時から |市保健センター

午後 4時まで I1階集団指導室
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がんばる 「緑の少年団」
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